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2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 
各 位 

会 社 名 ア イ コ ム 株 式 会 社 
代 表 者 代 表 取 締 役 社 ⻑  中 岡  洋 詞 
（ コ ー ド 6 8 2 0 東 証 プ ラ イ ム ） 
問 合 せ 先 取 締 役 （ I R 担 当 ） 榎 本 芳 記 
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株式会社トライアイズとの株式会社 LIMNO の合弁事業化に向けた 

戦略的資本業務提携に関する基本合意のお知らせ 
 
 当社は、本⽇、取締役会において、株式会社トライアイズ（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社
⻑：岩尾俊兵、東証スタンダード市場・証券コード 4840、以下「トライアイズ」といいます。）との
間で、株式会社 LIMNO（以下「LIMNO」といいます。）を合弁会社として共同運営することに向け
た基本合意（以下「本基本合意」といいます。）を締結することを決議し、本⽇付けで締結いたしま
したので、下記のとおりお知らせいたします。 
 本基本合意は、トライアイズが 2026 年 10 ⽉ 1 ⽇付けで LIMNO の全株式を取得することを前提
として、その後、当社がトライアイズから LIMNO 株式の 49％を譲り受け、当社 49％・トライアイ
ズ 51％の保有⽐率をもって LIMNO を合弁会社として共同運営すること（以下「本提携」といいま
す。）について、基本的な条件を定めるものです。 
 両社は、いずれも本基本合意をもって資本業務提携を実⾏する義務を負うものではありませんが、
2026 年 10 ⽉末を⽬途に法的拘束⼒のある正式契約を締結することに向けて協議を進めており、今
後、正式契約の締結を決定した場合及びその他の開⽰すべき事項が発⽣した場合、速やかに開⽰いた
します。 
 

記 
 
1. 提携の⽬的・背景 

 当社は、無線通信分野で培ってきた技術開発⼒、製品開発⼒及び国内外の販売網を活⽤し、新
たな製品・事業の創出と事業機会の拡⼤に取り組んでおります。本提携は、当社の無線通信技術
と LIMNO の設計・製造能⼒、トライアイズの経営⽀援及び事業開発の機能を組み合わせ、各社
の事業機会の拡⼤を図るものです。 

トライアイズは、2026 年 3 ⽉から経営体制が⼀新され、中⻑期成⻑「TRIiS 2.0」の下、⽼舗
企業が培ってきた技術、⼈材及び事業基盤を承継し、最先端の経営科学と情報理⼯学の活⽤によ
って企業価値を⾼める⽅針を掲げておられます。具体的には、投資判断を⾼度化する「スマート
インベストメント」と、承継後の経営改善を⽀援する「スマートカンパニー化」を⼀体的に推進
しており、2026 年 10 ⽉ 1 ⽇付けで LIMNO の全株式を取得する予定です。 
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 LIMNO は、⿃取三洋電機を源流とし、約 60 年にわたり⿃取の地で培われてきた電気機器の企
画・開発・調達・製造・品質管理等の機能を有しております。当社は、当初より LIMNO のグル
ープ化を検討しており、トライアイズと競合する⽴場にありましたが、2026 年 9 ⽉ 18 ⽇に両社
の経営陣が懇談する中で、共同して LIMNO を運営することが、当社、トライアイズ、及び LIMNO
の 3 社にとって有益であると合意いたしました。LIMNO が有する製造基盤とトライアイズ及び
当社の技術・事業基盤との親和性は⾼いと考えており、３社の強みを組み合わせることで、新規
顧客の開拓や新たな量産案件の獲得を通じた LIMNO の持続的な成⻑につながるものと考えてお
ります。直近では、同社の売上⾼は 2023 年 9 ⽉期 223.31 億円、2024 年 9 ⽉期 205.08 億円、
2025 年 9 ⽉期 168.04 億円と 3 事業年度連続で減少しており、既存の製造技術・量産能⼒を新た
な受注につなげるため、取引先・サプライヤーからの信⽤⼒の⼀層の向上、新規販路の開拓及び
安定的な量産案件の獲得が急務であると認識しております。 
 本提携は、当社の無線通信技術、調達・品質管理の知⾒及び販売網、LIMNO の設計・製造・
量産能⼒、並びにトライアイズの経営改善ノウハウ及び顧問・資本業務提携・事業開発ネットワ
ークを組み合わせ、製品開発、受注開拓及び事業運営の各⾯から LIMNO の成⻑を⽀えることを
⽬的としております。当社にとっても、LIMNO の国内⽣産能⼒とトライアイズの事業開発ネッ
トワークを活⽤することで、当社の技術を新たな⽤途や顧客へ展開する機会の拡⼤につながる
ものと考えております。具体的には、ドローン関連部品、通信モジュール及び周辺機器等の企画・
開発・量産を検討するとともに、その他電気機器の国内⽣産回帰に伴う受託製造案件の開拓及び
販路拡⼤に取り組みます。 

当社にとっても、トライアイズと共同で LIMNO の運営に参画し、各社の専⾨性を活かした事
業開発と透明性の⾼い経営体制の構築を進めることが、LIMNO の製造基盤の維持・発展と 3 社
の中⻑期的な企業価値向上を⽬指すことが有益であると判断し、本基本合意の締結に⾄りまし
た。 
 

2. 提携（合弁事業）の内容 
 

(1) 合弁事業の内容 
合弁会社としての LIMNO を通じて、以下に掲げる事項について共同で取り組むことに合

意しております。 
分野 主な取組み 
ドローン・無線関連 当社の無線通信技術と LIMNO の設計・調達・製造・品質管理

能⼒を組み合わせ、ドローン関連部品、通信モジュール、制御・
周辺機器等の企画、試作、認証及び量産を検討します。 

美容家電等の国内回帰 トライアイズの顧問・資本業務提携・事業開発ネットワークを
活⽤し、美容家電その他電気機器の国内⽣産回帰案件を開拓
し、LIMNO での ODM・OEM・EMS 受託につなげます。 

販路拡⼤ 当社及びトライアイズの顧客・販売・提携先ネットワークを活
⽤し、LIMNO の製品及び受託製造サービスの営業機会を拡⼤
します。 

サプライチェーン強化 LIMNO の中⻑期的な事業⽅針の明確化、調達・品質・BCP ⾯
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の協⼒等を通じて、取引先・サプライヤーとの関係強化及び安
定調達を図ります。 

次世代製品・サービス IoT、無線通信、AI、ロボティクス等を活⽤した製品・サービス
の共同企画及び実証を検討します。 

 
(2) LIMNO の合弁会社化 

 当社がトライアイズから LIMNO 株式の 49％を譲り受けることにより、当社 49％・トラ
イアイズ 51％の保有⽐率とし、以下の⽅針の下で LIMNO を合弁会社として運営すること
について合意しております。 
ガバナンス 当社及びトライアイズがそれぞれ同数の取締役を指名できる

仕組みを基本とし、重要事項については両社の意向を反映する
共同協議・承認の仕組みを設ける⽅向で協議します。 

業務執⾏ ⽇常の業務執⾏は、原則として LIMNO の事業及び現場を熟知
する役職員を中⼼に⾏う⽅針です。 

※ 譲受価格、譲受⽅法その他の詳細については、今後両社で協議のうえ、2026 年 10 ⽉末
を⽬途に締結を予定している正式契約において決定する予定です。 

 
(3) 合弁会社（LIMNO）の概要 

名 称 株式会社 LIMNO 

所 在 地 ⿃取県⿃取市⽴川町 7 丁⽬ 101 番地 

代 表 者 の 役 職 ・ ⽒ 名 代表取締役社⻑ ⻑⾕ 泰彦 

事 業 内 容 

タブレット・表⽰器や IoT モジュールをはじめとした電気機器
の企画・開発、製造、販売、修理・保守サービス、コンサルティ
ング並びにソフトウェア・サービス等の企画・開発、制作、販
売、修理・保守サービス 

資 本 ⾦ 61,000,000 円 

設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 1996 年 4 ⽉ 1 ⽇ 

発 ⾏ 済 株 式 数 120,000 株 

決 算 期 9 ⽉ 30 ⽇ 

純 資 産 1,188,840,554 円（2026 年 7 ⽉ 31 ⽇現在） 

総 資 産 7,994,378,463 円（2026 年 7 ⽉ 31 ⽇現在） 

出 資 ⽐ 率 ※ 株式会社トライアイズ ..........................................................  51％ 
アイコム株式会社 ..................................................................  49％ 

※ 2026 年 9 ⽉ 30 ⽇現在、LIMNO の全株式は個⼈株主が保有していますが、2026 年 10
⽉ 1 ⽇付けをもってトライアイズが LIMNO の全株式を取得する予定です。その後、合
弁会社化の⼀環として、2026 年 10 ⽉末を⽬途に、当社がトライアイズから LIMNO 株
式の 49％を譲り受ける予定です。 
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3. 資本業務提携の相⼿先の概要 

名 称 株式会社トライアイズ 

所 在 地 
東京都千代⽥区紀尾井町 4 番 1 号 
ニューオータニガーデンコート 8 階 

代 表 者 の 役 職 ・ ⽒ 名 代表取締役社⻑ 岩尾 俊兵 

事 業 内 容 
⽼舗企業の事業承継 M&A 及び経営科学・情報科学を活⽤したグ
ループ企業の経営改⾰・成⻑⽀援 

資 本 ⾦ 290,906,350 円（2026 年 6 ⽉ 30 ⽇現在） 

設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 1995 年 3 ⽉ 16 ⽇ 

⼤ 株 主 及 び 持 株 ⽐ 率 
(2026 年 6 ⽉ 30 ⽇現在) 

チャレンジ 2 号投資事業組合 ............................................... 14.83％ 
池⽥ 有希⼦ .............................................................................. 8.47％ 
南壮栄 ........................................................................................ 7.42％ 
岩尾俊兵 .................................................................................... 5.69％ 
DBS BANK LTD 700170 ......................................................... 4.23％ 

 
当社とトライアイズとの関係 
資本関係 トライアイズと当社との間には、記載すべき資本関係はありません。 

⼈的関係 トライアイズと当社との間には、記載すべき⼈的関係はありません。 

取引関係 トライアイズと当社との間には、記載すべき取引関係はありません。 

関連当事者の該当状況 トライアイズは、当社の関連当事者には該当しません。 

 
トライアイズの最近 3 年間の経営成績及び財政状態 （単位：百万円。1 株当たり情報を除く。） 

連結決算期 2023 年 12 ⽉期 2024 年 12 ⽉期 2025 年 12 ⽉期 

純資産 5,149 5,226 4,362 

総資産 5,600 5,672 4,969 

1 株当たり純資産 651.12 円 660.94 円 550.54 円 

売上⾼ 636 961 1,424 

営業利益 △8 2 △204 

経常利益 227 250 231 

親会社株主に帰属する当期
純利益 102 194 △423 
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連結決算期 2023 年 12 ⽉期 2024 年 12 ⽉期 2025 年 12 ⽉期 

1 株当たり当期純利益 13.10 円 24.95 円 △54.20 円 

1 株当たり配当⾦ 0.00 円 0.00 円 0.00 円 

 
4. 提携の⽇程 

基本合意に係る取締役会決議⽇ 2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

基本合意の締結⽇ 2026 年 9 ⽉ 30 ⽇ 

トライアイズによる LIMNO 株式の取得⽇ 2026 年 10 ⽉ 1 ⽇（予定） 

本提携に係る取締役会決議⽇ 2026 年 10 ⽉末（予定） 

本提携に係る正式契約締結⽇ 2026 年 10 ⽉末（予定） 

本提携の効⼒発⽣⽇ 
（当社による LIMNO 株式の譲受⽇） 

2026 年 10 ⽉末（予定） 

 
5. 今後の⾒通し 

 本基本合意及び今後締結予定の正式契約が当社の 2027 年 3 ⽉期の連結業績及び財政状態に
与える影響については、現在精査中です。本提携実⾏後、当社は LIMNO 株式の 49％を保有す
る予定です。なお、LIMNO に係る当社の会計上の取扱いについては、正式契約の内容等を踏ま
えて確認する予定です。 
 今後、公表すべき事項が⽣じた場合には、速やかにお知らせいたします。 
 

以上 


